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かを詳細に述べている。そして、結論として、PF 構文は will を含む典型的な未来表現文と同じ時制
をもつのに対し、SF 構文は時制構造としては現在時制と同じであるが、発話者の時の視点の移行が
おこり、あくまでも現在時制の特殊用法の１つとして用いられるとの考察を行っている。第 4章では
if 条件節における単純未来の will について検討している。第 5章は談話の観点から時制の照応現象
を説明している。これまでの研究の問題点を分析し、具体例を詳細に検討している。第 6章は since
構文の主節における時制選択についての考察で、since 節または since 句を従える主節は現在完了の
形以外はとらないと一般に考えられているが、それ以外の例もあることを示し、その理由の明確な説
明を試みている。本論文は時制と時の解釈に関して、新たな時制理論を構築し、そのすぐれた説明性
に高い評価を与えることができること、また談話における結束性という観点から時制の選択や時の解
釈を行うという視点は今後のこの研究分野に大きな視座を与えると確信できる。以上の所見により、
本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
